
四
肢
骨
は
北
部
九
州
タ
イ
プ
の
方
が
西
九
州
タ
イ
プ
よ
り
も
相
対
的
に
大

き
く
頑
丈
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
作
業
が
狩
猟
活
動
よ
り
も
は
る
か
に
重
労

働
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
稲
作
農
耕
を
行
う
「
弥
生
人
」
の
な
か
で
も
、
渡

来
人
と
縄
文
人
と
の
混
血
の
度
合
い
は
地
域
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
格
差
も
二
〇
〇
年
余
り
を
経
過
し
て
稲
作
が
列
島
各
地
に

受
容
さ
れ
る
中
期
に
な
る
と
払
拭
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

二

道
具
と
製
作
技
術

弥
生
時
代
は
稲
作
農
耕
と
い
う
縄
文
時
代
に
は
な
か
っ
た
生
業
が
普
及

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
伴
う
新
し
い
道
具
が
伝
来
し
、
改
良
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
れ
は
土
器
・
石
器
・
木
器
・
金
属
器
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
素

材
の
道
具
に
及
ぶ
が
、
こ
こ
で
は
用
途
ご
と
に
概
観
し
て
い
く
。

土

器

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
東
京
本
郷
区
弥
生
町
の

向
ヶ
岡
貝
塚
で
従
来
の
縄
文
土
器
と
は
違
う
赤
焼
き
の

土
器
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
出
土
地
の
名
称
か
ら
弥
生
土
器
の
呼
称
が
誕

ろ
く
ろ

生
し
た
。
弥
生
土
器
は
縄
文
土
器
と
同
様
に
、
轆
轤
を
使
用
せ
ず
に
粘
土

紐
を
積
み
上
げ
て
成
形
し
、
六
〇
〇
〜
八
〇
〇
度
ほ
ど
の
温
度
で
野
焼
き

し
て
製
作
す
る
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
縄
文
土
器
に
比
べ
て
明
る
い
赤
褐

色
な
い
し
茶
褐
色
を
呈
す
る
。

弥
生
土
器
の
製
作
技
法
は
、
壷
で
は
表
面
を
ヘ
ラ
状
の
工
具
で
磨
い
た

り
、
指
や
皮
な
ど
で
横
方
向
に
な
で
た
り
し
て
表
面
を
仕
上
げ
る
場
合
が

２

４写真２―４ 弥生土器の器種
１‐壷、２‐甕、３‐器台、４‐高杯

１

３
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は

け

め

多
い
。
ま
た
、
甕
の
外
表
面
は
木
の
板
で
な
ら
さ
れ
る
た
め
、
刷
毛
目
と

呼
ば
れ
る
木
目
の
細
い
並
行
線
が
付
い
て
い
る
。

弥
生
土
器
の
器
種
は
壷
・
甕
・
高
杯
・
鉢
が
基
本
的
な
セ
ッ
ト
で
、
器

台
・
蓋
な
ど
の
他
、
北
部
九
州
で
は
成
人
用
の
棺
に
大
形
の
甕
を
使
用
し

て
い
る
（
写
真
２
―
４
）
。
壷
は
籾
や
米
な
ど
の
穀
類
や
食
料
の
他
に
水
・

酒
な
ど
を
た
く
わ
え
る
土
器
で
あ
る
。
器
形
は
無
頸
壷
・
長
頸
壷
・
広
口

壷
・
台
付
き
壷
・
瓢
形
壷
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
み
ら
れ

る
。
北
部
九
州
の
前
期
の
土
器
は
板
付
式
土
器
と
総
称
さ
れ
る
が
、
壷
は

外
面
を
赤
く
塗
っ
て
磨
き
上
げ
た
り
、
胴
部
上
位
の
肩
部
に
ヘ
ラ
や
二
枚

貝
で
平
行
線
・
綾
杉
・
山
形
・
重
弧
文
な
ど
の
文
様
を
施
す
も
の
が
多

い
。
頸
部
は
し
だ
い
に
細
く
な
り
、
口
縁
部
が
小
さ
く
外
反
す
る
。
中
期

す

く

の
代
表
的
な
土
器
で
あ
る
須
玖
式
土
器
は
、
各
器
種
と
も
実
用
性
に
富
ん

だ
精
巧
な
器
形
と
な
る
。
壷
は
文
様
が
な
く
な
り
、
頸
部
が
大
き
く
外
反

し
て
、
口
縁
部
が
水
平
に
開
く
。
後
期
に
な
る
と
壷
は
頸
部
の
外
反
が
小

さ
く
な
り
、
口
縁
部
は
直
立
し
波
状
文
な
ど
を
施
し
、
終
末
期
に
近
く
な

る
と
底
が
平
底
か
ら
丸
底
へ
変
化
す
る
。

甕
は
外
面
に
火
熱
を
受
け
て
煤
が
付
着
し
た
も
の
や
、
内
面
に
飯
や
粟

粒
が
焦
げ
付
い
た
も
の
が
あ
り
、
炊
飯
な
ど
の
煮
炊
き
に
使
用
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
大
形
の
甕
に
は
水
甕
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
も
あ
ろ

う
。
北
部
九
州
の
前
期
の
甕
は
胴
部
上
位
に
突
帯
や
沈
線
・
段
な
ど
を
め

ぐ
ら
す
も
の
が
多
く
、
口
縁
部
は
小
さ
く
外
上
方
に
の
び
る
。
口
縁
部
や

胴
部
の
突
帯
に
は
刻
み
目
を
施
す
。
中
期
中
ご
ろ
に
な
る
と
口
縁
部
が
水

平
に
近
く
開
く
よ
う
に
な
る
。
後
期
で
は
胴
部
の
中
位
か
ら
上
位
が
膨
ら

み
、
口
縁
部
が
「
く
」
の
字
状
に
外
反
す
る
。
胴
部
中
位
や
口
縁
部
直
下

に
突
帯
を
め
ぐ
ら
す
も
の
が
あ
る
。

高
杯
や
鉢
は
食
事
に
使
用
さ
れ
た
器
で
、
祭
祀
の
際
に
は
供
献
物
を
盛

る
器
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
高
杯
は
中
期
に
最
も
機
能
的
な
製
品
と

な
る
。
脚
部
が
長
く
、
下
端
が
大
き
く
開
き
、
杯
部
と
の
境
に
は
突
帯
を

め
ぐ
ら
す
。
杯
部
は
わ
ず
か
に
内
湾
し
な
が
ら
外
上
方
に
の
び
、
口
縁
部

が
水
平
な
平
坦
面
を
な
す
。
山
陽
地
方
中
部
で
は
墓
前
の
祭
祀
専
用
の
器

台
で
、
高
さ
が
一
㍍
前
後
に
達
す
る
特
に
大
形
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ

に
は
直
弧
文
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。

土
器
に
は
ほ
か
に
も
タ
コ
を
捕
獲
す
る
た
め
の
タ
コ
壷
、
焼
き
塩
を
生

産
す
る
た
め
の
製
塩
土
器
な
ど
が
海
岸
部
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
こ
と
が

あ
る
。

北
部
九
州
の
中
期
の
墓
地
で
は
高
さ
一
㍍
に
達
す
る
よ
う
な
成
人
用
の

大
形
の
甕
棺
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
ま
た
、
墓
前
祭
祀
に
使

に

ぬ
り

ま

け
ん

用
さ
れ
る
丹
塗
磨
研
の
壷
・
高
杯
・
鉢
・
器
台
は
弥
生
土
器
を
代
表
す
る

極
め
て
華
麗
な
土
器
で
あ
る
。

農

耕

具

農
耕
具
（
図
２
―
４０
）
に
は
木
器
や
石
器
が
あ
る
が
、

中
期
か
ら
後
期
に
な
る
と
鉄
器
が
普
及
し
て
い
く
。
水

田
の
土
を
掘
り
起
こ
す
作
業
に
は
木
製
の
鋤
や
鍬
が
使
用
さ
れ
る
が
、
後

期
に
は
鉄
製
の
刃
先
を
装
着
す
る
こ
と
で
、
深
く
耕
す
こ
と
が
容
易
に

な
っ
た
。
鋤
（
図
２
―
４０
・
６
〜
１０
）
は
長
い
柄
の
先
端
に
一
直
線
に
刃
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3

が
付
く
ス
コ
ッ
プ
状
の
形
態
を
な
す
。
鍬
（
同
・
１
〜
５
）
は
柄
に
対
し

て
直
交
な
い
し
は
斜
交
す
る
方
向
に
刃
が
付
く
も
の
で
現
在
の
平
鍬
と
ほ

ぼ
同
じ
形
態
で
あ
る
。
刃
先
は
二
ま
た
や
三
ま
た
に
わ
か
れ
る
も
の
が
あ

る
。
鋤
や
鍬
の
素
材
と
な
る
樹
種
は
ア
カ
ガ
シ
・
ア
ラ
カ
シ
・
イ
チ
イ
カ

シ
な
ど
の
堅
牢
な
広
葉
樹
が
多
い
。
後
期
に
な
る
と
田
の
表
面
を
平
ら
に

整
え
る
え
ぶ
り
や
深
田
へ
堆
肥
を
踏
み
込
む
た
め
の
大
足
、
深
田
の
な
か

を
歩
く
た
め
の
田
下
駄
が
登
場
す
る
。

稲
の
収
穫
に
は
穂
摘
み
具
の
石
庖
丁
が
使
用
さ
れ
る
。
そ
の
形
態
や
素

材
に
は
時
期
差
や
地
域
差
が
大
き
い
が
、
前
期
の
西
日
本
で
は
外
湾
刃
半

月
形
の
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
半
円
形
の
平
面
形
で
、
弧
の
部

分
を
磨
い
て
刃
部
と
し
、
上
部
の
背
に
近
い
部
分
に
二
つ
の
孔
を
並
行
に

施
し
、
こ
の
孔
に
紐
を
通
し
、
指
に
か
け
て
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
中

期
に
な
る
と
瀬
戸
内
東
部
を
中
心
に
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
で
長
方
形
の
打
製
石

庖
丁
が
製
作
さ
れ
、
近
畿
地
方
で
は
結
晶
片
岩
製
の
直
線
刃
半
月
形
の
も

の
が
増
加
す
る
。
稲
の
穂
摘
み
具
に
は
石
製
以
外
に
も
木
製
や
貝
製
の
も

の
も
み
ら
れ
る
。
収
穫
具
で
は
石
鎌
が
稀
に
発
見
さ
れ
る
。
方
形
な
い
し

は
や
や
弧
を
描
く
形
態
で
、
一
辺
に
刃
部
を
も
つ
。
石
鎌
は
華
北
や
朝
鮮

半
島
北
部
で
は
、
粟
・
稗
な
ど
の
雑
穀
の
収
穫
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
後

期
に
な
る
と
石
製
の
収
穫
具
以
外
に
も
鉄
製
の
手
鎌
が
登
場
す
る
。

収
穫
し
た
穀
物
の
脱
穀
に
は
木
製
の
竪
杵
や
臼
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

狩

猟

・

漁

労

具

狩
猟
具
（
図
２
―
４１
）
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
弓
矢

が
あ
る
。
矢
に
使
用
す
る
矢
じ
り
（
鏃
、
図
２
―
４１
・

図２―４０ 農 耕 具
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7

１
、
２
）
は
縄
文
時
代
以
来
の
黒
曜
石
や
安
山
岩
系
の
石
材
を
利
用
し
た

打
製
石
鏃
に
加
え
て
、
粘
板
岩
や
砂
岩
系
の
石
材
を
使
用
し
た
磨
製
石
鏃

が
新
し
く
作
ら
れ
る
。
津
屋
崎
町
の
今
川
遺
跡
で
は
銅
鏃
が
出
土
し
て
お

り
、
鉄
製
の
鏃
も
後
期
に
な
る
と
増
え
て
く
る
。
弓
矢
は
縄
文
時
代
で
は

狩
猟
具
で
あ
っ
た
が
、
弥
生
時
代
に
な
る
と
し
ば
し
ば
武
器
と
し
て
も
使

用
さ
れ
た
。
弓
矢
以
外
の
狩
猟
具
に
は
投
弾
（
同
・
３
、
４
）
が
あ
る
。

長
さ
四
〜
六
�
の
球
形
な
い
し
は
紡
錘
形
を
な
し
、
帯
状
又
は
棒
状
の
器

具
を
使
用
し
て
投
げ
る
弾
で
あ
る
。

も
り

漁
労
具
に
は
先
述
し
た
タ
コ
壷
の
他
に
釣
針
や
銛
・
ヤ
ス
・
魚
網
の

錘
・
ア
ワ
ビ
オ
コ
シ
な
ど
が
あ
る
。
釣
針
は
骨
角
製
や
金
属
製
の
も
の
が

あ
る
が
鉄
製
品
は
中
期
か
ら
み
ら
れ
る
。
九
州
北
西
部
で
は
縄
文
時
代
以

来
、
西
九
州
型
結
合
釣
針
（
図
２
―
４１
・
５
）
と
呼
ば
れ
る
針
先
と
軸
を

別
に
つ
く
り
、
そ
れ
を
絡
み
合
わ
せ
る
形
態
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
銛

（
同
・
６
）
や
ヤ
ス
な
ど
刺
突
具
は
骨
角
製
の
も
の
が
多
い
。
愛
知
県
の

朝
日
遺
跡
や
白
浜
遺
跡
な
ど
伊
勢
湾
沿
岸
の
遺
跡
か
ら
多
く
出
土
し
て
い

る
。
魚
網
の
錘
は
石
製
（
同
・
１０
）
と
土
製
（
同
・
７
〜
９
）
の
も
の
が

あ
る
。
形
態
は
多
様
で
、
球
形
・
紡
錘
形
・
円
筒
形
・
板
状
な
ど
が
あ
る

が
、
土
製
の
も
の
で
は
中
央
に
孔
を
穿
つ
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
ア
ワ

ビ
オ
コ
シ
は
潜
水
漁
法
に
用
い
ら
れ
る
漁
具
で
、
ア
ワ
ビ
な
ど
の
岩
礁
性

の
貝
類
を
捕
獲
す
る
用
具
で
あ
る
。
北
西
九
州
で
は
前
期
か
ら
骨
製
ヘ
ラ

せ
ん

や
な

状
の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
筌
・
梁
・
タ
モ
網

な
ど
の
漁
労
具
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

加

工

具

各
種
の
道
具
を
製
作
し
た
り
、
加
工
し
た
り
す
る
道
具

（
図
２
―
４２
）
で
最
も
数
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の

が
、
太
形
蛤
刃
石
斧
・
扁
平
片
刃
石
斧
・
柱
状
片
刃
石
斧
な
ど
の
石
斧
の

類
で
あ
る
。
太
形
蛤
刃
石
斧
（
図
２
―
４２
・
１
）
は
主
と
し
て
立
ち
木
の

伐
採
用
の
石
斧
で
、
住
居
や
農
具
・
灌
漑
用
材
な
ど
の
多
量
の
木
材
の
生

産
に
必
要
な
石
器
で
あ
る
。
前
期
末
以
降
、
太
く
大
形
の
も
の
が
増
加

し
、
福
岡
市
今
山
遺
跡
で
生
産
さ
れ
た
玄
武
岩
製
の
石
斧
は
、
長
さ
二
〇

�
以
上
、
重
さ
一
・
五
〜
二
�
も
あ
る
。
扁
平
片
刃
石
斧
（
同
・
４
）
は

木
材
の
加
工
用
具
で
、
長
さ
五
〜
六
�
・
幅
三
〜
四
�
で
、
厚
さ
一
�
前

後
の
縦
長
板
状
の
石
斧
で
あ
る
。
短
辺
の
一
つ
を
片
側
か
ら
研
ぎ
だ
し
て
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刃
部
を
つ
く
る
。
柱
状
片
刃
石
斧
（
同
・
３
）
も
加
工
用
具
で
あ
る
が
断

面
が
方
形
の
棒
状
の
石
斧
で
、
一
端
に
ノ
ミ
状
の
刃
部
が
つ
い
て
い
る
。

長
さ
一
五
〜
二
〇
�
の
大
形
品
（
同
・
２
）
に
は
基
部
近
く
に
ひ
も
で
柄

に
固
定
す
る
た
め
の
抉
り
が
あ
る
。
鉄
斧
は
す
で
に
前
期
か
ら
あ
り
、
全

体
が
板
状
の
も
の
（
同
・
５
）
と
、
柄
に
装
着
す
る
部
分
が
袋
状
を
呈
す

る
も
の
（
同
・
６
）
が
あ
る
。
ま
た
、
ナ
イ
フ
の
よ
う
な
用
途
の
石
器
で

あ
る
ス
ク
レ
イ
パ
ー
（
同
・
９
）
は
縄
文
時
代
以
来
使
用
さ
れ
て
い
る
。

や
り
が
ん
な

と
う

す

木
材
の
加
工
用
具
に
は
斧
以
外
に
も
	
（
同
・
７
）・
刀
子
（
ナ
イ
フ
、

の
み

同
・
８
）・
鑿
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
鉄
製
品
で
あ
る
。
ま
た
、
砥
石

（
同
・
１１
）
は
、
金
属
器
や
磨
製
石
器
な
ど
の
道
具
の
普
及
と
と
も
に
需

要
が
増
加
し
た
。
一
定
の
場
所
に
置
い
て
使
用
す
る
大
形
品
と
、
携
帯
し

て
使
用
す
る
小
形
品
が
あ
り
、
更
に
キ
メ
の
粗
い
も
の
や
細
か
い
も
の
な

ど
用
途
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
み
ら
れ
る
。

武

器

ほ
こ

か

弥
生
時
代
の
武
器
に
は
剣
・
矛
・
戈
・
刀
・
弓
矢
な
ど

が
あ
る
（
図
２
―
４３
）
。
剣
は
身
の
両
側
に
刃
を
付
け
、

直
接
手
に
持
っ
て
使
用
す
る
武
器
で
あ
る
。
矛
は
槍
の
よ
う
に
棒
の
先
に

装
着
し
て
使
用
す
る
。
戈
は
長
い
柄
の
先
端
部
に
現
在
の
鎌
の
よ
う
に
直

そ

か
ん
と
う

角
に
近
い
角
度
で
装
着
す
る
武
器
で
あ
る
。
ま
た
、
素
環
刀
（
図
２
―
４３
・

６
）
と
い
う
柄
の
端
部
が
円
環
状
を
呈
す
る
片
刃
の
武
器
も
あ
る
。
中
国

で
は
殷
・
周
の
時
代
に
各
種
の
青
銅
製
の
武
器
が
製
作
さ
れ
て
い
た
が
、

列
島
内
で
も
前
期
か
ら
輸
入
品
を
含
め
た
武
器
が
出
土
し
て
い
る
。
銅
剣

（
同
・
３
）・
銅
矛
・
銅
戈
な
ど
は
前
期
か
ら
中
期
初
頭
に
は
細
身
（
細

図２―４２ 加 工 具
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形
）
の
も
の
が
多
く
、
実
戦
に
使
用
さ
れ
た
武
器
で
あ
り
、
筑
紫
野

市
永
岡
遺
跡
の
甕
棺
墓
か
ら
は
切
先
が
刺
さ
っ
た
人
骨
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
青
銅
製
武
器
は
中
期
前
半
以
降
に
な

る
と
身
の
長
さ
と
幅
が
大
き
く
、
厚
さ
が
薄
い
中
細
形
が
現
れ
、
実

用
的
な
武
器
か
ら
祭
器
へ
と
用
途
が
変
化
す
る
。
鉄
製
品
に
も
同
様

に
剣
（
同
・
２
）・
矛
・
戈
（
同
・
５
）
の
三
種
の
武
器
が
あ
る
が
、

弥
生
時
代
を
通
じ
て
祭
器
で
は
な
く
実
用
品
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
石

製
品
で
は
石
剣
（
同
・
１
）・
石
戈
（
同
・
４
）
が
実
戦
用
の
武
器
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
刀
は
古
墳
時
代
に
主
流
と
な
る
武
器
で
あ

る
が
、
弥
生
時
代
後
期
に
も
柄
の
先
端
に
円
環
を
つ
け
た
素
環
頭
の

刀
が
み
ら
れ
る
。
弓
矢
は
離
れ
た
場
所
に
い
る
敵
を
倒
す
武
器
で
、

土
井
ケ
浜
遺
跡
で
は
多
数
の
矢
を
身
に
受
け
た
人
物
の
石
棺
墓
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
矢
じ
り
に
は
石
製
（
同
・
７
、
８
）
や
金
属
製

（
同
・
９
）
の
も
の
が
あ
る
が
、
金
属
製
の
も
の
は
後
期
に
な
る
と

増
加
し
、
大
形
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。

衣

服

と

装

身

具

弥
生
時
代
の
人
々
が
身
に
つ
け
て
い
た
衣
服
は
遺

跡
の
発
掘
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
し
か
し
、
三
世
紀
に
西
晋
の
陳
寿
が
魏
・
呉
・
蜀
の
国
の
歴
史

を
ま
と
め
た
『
三
国
志
』
の
中
の
『
魏
志
倭
人
伝
』
に
は
、「
倭
」

つ
ま
り
列
島
の
弥
生
時
代
後
期
ご
ろ
の
風
俗
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

衣
服
は
「
男
子
…
…
其
衣
横
幅
但
結
束
相
連
略
無
縫
婦
人
…
…
作
衣

如
單
被
穿
其
中
央
貫
頭
衣
」
と
あ
り
、
男
は
「
横
幅
衣
」
、
女
は
「
貫
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頭
衣
」
を
普
段
着
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
二
種
の
衣
服
は
同
じ
も

の
で
、
き
れ
の
と
り
方
か
ら
名
づ
け
た
も
の
が
横
幅
衣
、
着
方
か
ら
名
づ

け
た
も
の
が
貫
頭
衣
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
武
田
佐
知
子
「『
魏

志
』
倭
人
伝
の
衣
服
に
つ
い
て
―
「
横
幅
」
衣
・「
貫
頭
」
衣
の
位
相
」『
女

子
美
術
大
学
紀
要
』
第
一
四
号
、
一
九
八
四
）。
貫
頭
衣
は
、
幅
が
広
く
長

い
布
の
中
央
部
を
切
り
裂
い
て
穴
を
開
け
る
か
、
又
は
二
枚
の
細
長
い
布

の
中
央
部
を
残
し
て
縫
い
合
わ
せ
て
作
り
、
穴
の
部
分
に
頭
を
通
し
、
前

ひ
も

後
に
布
を
垂
ら
し
、
腰
の
部
分
で
紐
を
締
め
て
着
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、
袖
が
な
い
衣
服
と
な
る
が
、
太
宰
府
市
吉
ケ
浦
遺
跡
で
は
上
腕
骨

に
布
が
付
着
し
た
人
骨
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
袖
が
付
く
衣
服
も
使
用
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
橋
口
達
也
「
甕
棺
内
人
骨
等
に
附
着
せ
る

布
、
蓆
」
鏡
山
猛
先
生
古
希
記
念
『
古
文
化
論
攷
』
一
九
八
〇
）。
衣
服
の
素

か
い
こ

ま
ゆ

材
は
、
北
部
九
州
で
は
蚕
の
繭
か
ら
採
っ
た
絹
が
わ
ず
か
に
あ
る
が
、
大

部
分
は
タ
イ
マ
・
カ
ラ
ム
シ
・
ア
カ
ソ
な
ど
の
草
皮
や
、
コ
ウ
ゾ
・
カ
ジ

ノ
キ
・
フ
ジ
・
シ
ナ
な
ど
の
樹
皮
か
ら
採
っ
た
植
物
繊
維
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。

頭
に
つ
け
る
も
の
に
つ
い
て
『
魏
志
倭
人
伝
』
で
は
男
は
「
木
緜
」
を

た
て
ぐ
し

か
ん
ざ
し

頭
に
巻
く
と
あ
る
が
、
他
に
も
木
や
骨
で
作
っ
た
竪
櫛
や
簪
な
ど
を
挿
し

た
り
、
木
製
の
ヘ
ア
バ
ン
ド
や
玉
類
を
連
ね
た
も
の
を
女
性
は
つ
け
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
飯
塚
市
立
岩
遺
跡
で
は
多
数
の
管
玉
を
連
ね
た
豪
華

な
髪
飾
り
が
出
土
し
て
い
る
。

首
飾
り
な
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
使
用
す
る
玉
類
に
は
管
玉
・
勾
玉
・

小
玉
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
の
素
材
は
硬
玉
・
碧
玉
・
貝
・
牙
な
ど
の
ほ
か

に
、
ガ
ラ
ス
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
硬
玉
の
産
地
は
縄
文
時
代
以

来
、
新
潟
県
南
部
か
ら
富
山
県
に
あ
り
、
列
島
の
各
地
に
交
易
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
碧
玉
製
管
玉
も
北
陸
地
方
で
後
期
以
降
に
盛
ん
に
製
作
さ
れ

る
。
腕
輪
は
木
製
・
牙
製
・
二
枚
貝
製
に
加
え
て
、
弥
生
時
代
に
は
南
海

産
巻
貝
・
青
銅
・
鉄
・
ガ
ラ
ス
な
ど
の
製
品
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
銀

ろ
っ
か
く

く
つ

製
・
青
銅
製
・
貝
製
・
鹿
角
製
な
ど
の
指
輪
や
、
木
製
の
履
も
発
見
さ
れ

て
い
る
。

祭
祀
の
道
具

弥
生
時
代
に
は
水
稲
農
耕
を
開
始
し
た
が
、
収
穫
物
で

あ
る
米
の
多
寡
は
気
候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
、
あ
る
特
定
の
天
候
が
出
現
す
る
こ
と
又
は
出
現
し
な
い
こ
と
を
願

う
祭
祀
や
、
農
耕
の
過
程
の
節
目
ご
と
に
祭
祀
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
は
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ

が
子
ど
も
を
つ
く
る
時
、
天
つ
神
が
「
太
占
」
を
行
い
、
そ
れ
に
従
う
と

良
い
子
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
古
代
に
は
人
生
の
節
目
に

お
い
て
も
占
い
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

弥
生
時
代
の
祭
祀
道
具
を
代
表
す
る
も
の
に
青
銅
器
が
あ
る
。
前
期
に

は
武
器
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
戈
な
ど
は
中
期
以
降

身
の
幅
が
広
く
長
さ
の
あ
る
も
の
に
変
化
し
、
実
用
品
で
は
な
く
祭
祀
道

具
に
な
る
。
そ
の
分
布
は
九
州
で
は
銅
矛
（
図
２
―
４４
・
１
）・
銅
戈

（
同
・
３
）、
瀬
戸
内
で
は
銅
矛
・
銅
剣
（
同
・
２
）、
山
陰
で
は
銅
矛
が

中
心
で
あ
る
。
後
期
に
な
る
と
武
器
形
青
銅
器
に
よ
る
祭
祀
は
衰
退
し
、
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北
部
九
州
の
広
形
銅
矛
と
瀬
戸
内
の
平
形
銅
剣
以
外
は
消
滅
す
る
。
武
器

形
青
銅
器
は
一
括
し
て
地
中
に
埋
納
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
島
根
県
荒
神

ど
う
た
く

谷
遺
跡
で
は
銅
鐸
六
個
と
と
も
に
銅
剣
三
五
八
本
・
銅
矛
一
六
本
が
出
土

し
て
い
る
。

釣
鐘
形
の
内
部
に
棒
状
の
舌
を
下
げ
て
、
揺
り
動
か
し
て
音
を
出
す
道

具
を
鐸
と
い
う
。
馬
鐸
や
風
鐸
な
ど
の
種
類
が
あ
る
が
、
弥
生
時
代
に
は

銅
鐸
（
同
・
５
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
銅
鐸
は
朝
鮮
半
島
の
小
銅
鐸
が

起
源
で
、
前
期
末
か
ら
中
期
に
北
部
九
州
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
当
初
は
小
形
で
実
際
に
音
を
出
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
大
形
化
が
進
み
、「
聞
く
」

道
具
か
ら
「
見
る
」
た
め
の
祭
祀
へ
と
変
わ
る
。
畿
内
で
は
中
期
以
降
銅

鐸
が
青
銅
祭
祀
の
中
心
と
な
る
。

も
う
一
つ
の
重
要
な
青
銅
製
祭
器
に
銅
鏡
（
同
・
４
）
が
あ
る
。
邪
馬

台
国
の
卑
弥
呼
は
中
国
の
魏
の
景
初
二
年
（
二
三
八
）
に
貢
物
を
送
り
、

「
親
魏
倭
王
」
の
金
印
と
さ
ま
ざ
ま
な
織
物
な
ど
と
と
も
に
銅
鏡
一
〇
〇

枚
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
倭
人
が
銅
鏡
を
特
に
好
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
弥
生
時
代
の
銅
鏡
の
多
く
は
中
国
か
ら
の
舶
載
品
で
時
期
ご
と
に
そ

た

ち
ゅ
う
さ
い
も
ん

の
種
類
は
変
遷
し
て
い
る
。
前
期
末
か
ら
中
期
前
半
で
は
多
紐
細
文

き
ょ
う

ほ
う
か
く

き

く

き
ょ
う

鏡
、
中
期
後
半
に
は
方
格
規
矩
鏡
に
代
表
さ
れ
る
前
漢
鏡
が
み
ら
れ
る
。

後
期
に
な
る
と
内
行
花
文
鏡
や
画
像
鏡
な
ど
の
後
漢
や
三
国
の
銅
鏡
が
搬

ぼ
う
せ
い
き
ょ
う

入
さ
れ
る
が
、
一
方
で
は
こ
れ
ら
の
舶
載
品
を
模
倣
し
た


製
鏡
が
列

島
内
で
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
青
銅
製
祭
器
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
祭
祀
行
為
に
使
用
さ

れ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
入
手
す
る
に
は
非
常
な
困
難
が
伴

い
、
政
治
的
・
宗
教
的
な
権
威
を
象
徴
す
る
道
具
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

祭
祀
道
具
は
他
に
も
墓
前
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
土
器
類
が
あ
る
。
中
期

の
北
部
九
州
で
は
丹
塗
磨
研
の
壷
・
高
杯
・
鉢
や
筒
形
器
台
が
あ
り
、
後

期
後
半
の
山
陽
地
方
中
部
で
は
特
殊
器
台
・
特
殊
壷
と
呼
ば
れ
る
土
器
が
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首
長
の
墳
墓
に
供
献
さ
れ
て
い
る
。

古
代
中
国
で
は
遷
都
や
戦
争
な
ど
国
の
命
運
に
か
か
わ
る
重
要
な
事
項

を
決
定
す
る
際
に
は
海
亀
の
甲
羅
を
用
い
て
占
い
が
行
わ
れ
た
。
列
島
内

き

ぼ
く

で
も
古
墳
時
代
に
は
亀
の
甲
羅
を
使
用
し
て
亀
卜
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

弥
生
時
代
に
は
鹿
の
骨
を
使
っ
た
占
い
が
あ
っ
た
（
神
沢
勇
一
「
弥
生
時

代
・
古
墳
時
代
お
よ
び
奈
良
時
代
の
卜
骨
・
卜
甲
に
つ
い
て
」『
駿
台
史
学
』

第
三
八
号
、
一
九
七
六
）。
ま
た
、
中
国
地
方
の
分
銅
形
土
製
品
や
東
日
本

の
円
板
形
土
製
品
は
護
符
の
よ
う
な
用
途
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ

の

他

の

道

具

弥
生
時
代
に
は
す
で
に
糸
で
織
っ
た
布
が
あ
っ
た
が
、

ぼ
う
す
い
し
ゃ

糸
を
紡
ぐ
道
具
に
紡
錘
車
（
図
２
―
４２
・
１０
）
が
あ
る
。

直
径
五
�
程
度
の
円
板
の
中
央
に
孔
を
開
け
、
そ
こ
に
棒
を
挿
し
た
道
具

よ

で
、
繊
維
に
縒
り
を
か
け
て
糸
を
つ
く
る
も
の
で
あ
る
。
吉
野
ケ
里
遺
跡

で
は
絹
・
麻
な
ど
の
繊
維
が
付
着
し
た
銅
剣
が
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の

あ
か
ね

絹
に
は
ア
カ
ニ
シ
を
材
料
と
し
た
貝
紫
や
ア
カ
ネ
ソ
ウ
を
使
用
し
た
茜
で

染
め
た
も
の
が
あ
る
（
前
田
雨
城
・
下
山
進
・
野
田
裕
子
「
吉
野
ケ
里
遺
跡

出
土
染
織
遺
物
の
染
色
鑑
定

科
学
調
査
に
つ
い
て
」
佐
賀
県
教
育
委
員
会

『
吉
野
ケ
里
遺
跡
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
）。

三

集
落
と
墓
地

水
田
経
営
に
伴
う
水
田
の
開
発
や
灌
漑
施
設
の
設
置
、
更
に
は
稲
の
栽

培
に
は
共
同
作
業
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
弥
生
人
は
数
軒
を
単

位
と
し
た
集
落
を
営
む
。
こ
の
よ
う
な
数
軒
の
住
居
と
一
、
二
棟
の
倉
庫

か
ら
な
る
「
単
位
集
団
」
が
、
共
同
体
を
構
成
す
る
基
礎
単
位
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
近
藤
義
郎
「
共
同
体
と
単
位
集
団
」『
考
古
学
研
究
』
二
一
号
、

一
九
五
九
）。
弥
生
時
代
の
集
落
は
生
産
地
と
し
て
の
水
田
が
洪
水
な
ど

の
自
然
災
害
で
放
棄
さ
れ
る
か
又
は
戦
闘
行
為
で
破
壊
さ
れ
な
い
限
り
、

一
定
期
間
同
じ
場
所
に
継
続
す
る
傾
向
が
強
い
。
一
方
で
は
水
稲
耕
作
に

は
ま
っ
た
く
適
さ
な
い
地
形
に
立
地
す
る
集
落
も
あ
る
。

集

落

の

種
類
と
施
設

水
稲
耕
作
を
主
た
る
生
業
と
し
て
行
う
集
落
は
、
通
常

水
田
が
営
ま
れ
て
い
る
沖
積
地
や
扇
状
地
な
ど
の
周
辺

の
低
い
丘
陵
や
台
地
上
に
立
地
す
る
。

前
期
の
前
半
代
で
は
単
独
又
は
数
単
位
の
単
位
集
団
が
、
河
川
の
下
流

域
の
低
湿
潤
地
周
辺
に
散
在
し
て
小
集
落
を
営
む
こ
と
が
多
い
。
後
半
代

に
な
る
と
平
野
ご
と
に
拠
点
と
な
る
大
集
落
が
形
成
さ
れ
始
め
る
。
拠
点

集
落
と
周
辺
集
落
と
は
水
田
経
営
な
ど
の
生
産
活
動
を
通
し
て
密
接
に
結

び
つ
き
、
人
口
の
増
加
や
生
産
地
の
拡
大
に
伴
い
、
こ
の
集
団
か
ら
派
生

し
た
分
村
的
な
小
集
落
が
河
川
の
中
流
域
へ
進
出
し
て
い
く
。
拠
点
集
落

で
は
数
百
㍍
の
敷
地
に
数
十
軒
の
住
居
が
建
ち
並
び
、
一
〇
〇
人
以
上
の

人
口
を
抱
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

環
濠
集
落
（
図
２
―
４５
）
は
縄
文
時
代
終
末
の
夜
臼
式
の
時
期
の
例
が

福
岡
市
那
珂
遺
跡
や
福
岡
県
粕
屋
町
江
辻
遺
跡
で
調
査
さ
れ
て
い
る
。
江

辻
遺
跡
で
は
環
濠
内
部
の
中
央
に
大
型
建
物
と
高
床
倉
庫
が
建
て
ら
れ
、

そ
の
周
縁
部
に
松
菊
里
型
の
竪
穴
住
居
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
弥
生
時
代

前
期
初
頭
に
な
る
と
福
岡
市
板
付
遺
跡
の
よ
う
に
環
濠
で
囲
ま
れ
た
内
側
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